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Sheet，，（２７）と、「処女母」の表象となって表出していると考えられる。
娘エリザベスを産み、その娘も１７才になろうとしている５１才のダロウエイ夫人のメ
ンタリティが、「処女母」としてコード化されているとすれば、その自己矛盾的な母のセク
シユアリティ表象は、異性愛主義が規定するエロスやセクシュアル・アイデンティティへ
と回収されえない両義性や暖昧性の反映とみなされるのではないか。「女」の身体とセクシ
ユアリティを「産む性」として刷り込もうとするメインプロットへの抵抗感として表出す
る「処女母」という自己矛盾的な母のセクシユアリティ表象は、「正しいセクシユアリティ」
へと囲い込まれていく心理的閉塞感を「日ごとに狭くなっていくベッド」と時空間化され
たメタファーで語っていると考えられるのである。
2．セプティマス・スミスの「転落死」をめぐるセクシユアリティと語り
－「精神的死」からの蘇りを求めて
すでに触れたように、ウルフが生きた時代は、同性愛に対する検閲が強化され、ラドク
リッフ・ホールの『孤独の泉』のような明白なレズビアン小説は発禁処分にあい、再び迫
りくる戦争の影がホモフォビックな世相を煽っていた。それに対して、同性愛者がカミン
－｡
グアウトし、「可視化」されたゲイ・コミュニティの形成が確認され、同性愛カップルの市
民権獲得運動が高まっていった２０世紀後半以降のアメリカを背景に『ダロウェイ夫人」
を書き換えた「めぐりあう時間たち」は、作家としてのウルフが自己防衛手段として逃げ
込もうとした「クローゼット」に踏み込んだウルフ解釈を展開させている。周知のように、
ウルフは、「ダロウェイ夫人／セプティマス」を「ダブルなもの」５としてイメージし、当
初は「ダロウェイ夫人の自殺」を必然的帰結として構想していたが、その構想を思いとど
まって、「セプテイマスの死」によって代替させた。そのような代替死をプロットとして選
択した結果、ウルフが造型したダロウェイ夫人は、皮肉なことに、その鼻持ちならないス
ノビッシュさと保守性が前景化され、ウルフが密かに埋め込んだホモエロティックなもの
の表象が孕むラディカルな側面は、イノセントで一過的な若気の至りとして見過ごしうる
出来事のレベルへと退けられた解釈を誘発することになった。
ウルフが「ダロウェイ夫人／セプティマス」を「ダブルなもの」として構想したことは
「女（になること）の物語」と「男（になること）の物語」の（非）対称性の両義的表象
の問題を孕むことになるであろう。「女（になること）の物語」に、異性愛のメインプロッ
トへの回収であり、「ホモエロティック・セルフの死」の物語が内包されるように、「男（に
なること）の物語」にも、同性愛排除を前提としたジェンダー化されたアイデンティティ
構築の問題が水平的に内包される。（同性愛排除のメカニズムの対称性）それに対して、イ
ヴ・セジウイックが『男同士の絆』で分析したように、「男同士」のホモソーシヤルな利益
共同体の社会的実現は、男同士の同性愛を禁止し、異性愛へと向かわせることによって出
現可能な実態(マテリアル）となっていく。（男同士の絆と女|司士の絆の非対称性）しかし、
ウルフは、ダロウェイ夫人とセプテイマスを「ダブル」なイメージとして表象するにあた
り、その非対称性をひとまず留保し、「男（になる）物語」と「女（になる）物語」の双方
向において内包されるホモフオビックな力学と時代意識を前段化していったのではあるま
いか。というのも、二つの世界大戦に挟まれた時代に晩年を送ったウルフには、巨大な国
家や帝国の組織化であり統制力であるもの、その極限としてのファシズム勢力の擾頭に対
して批判し闘うことの緊急性が意識されたであろうと推測されるからである。６
ウルフのセプティマス・スミス像によってあぶり出されていくのは、第一次世界大戦の
従軍体験によって戦争後遺症をわずらい「シェル・ショック患者」と名づけられることに
なる「男性ヒステリー」の症例とその表象が孕む問題である。「国家のため、大英帝国のた
め」に、「男性ジェンダー役割」を果敢に演じることが求められた兵士たちは、戦争の終結
によって、こんどはノーマルな日常に帰還することが要請された。セプテイマスも、イタ
リア人女性ルクレッチアと結婚し、ノーマルな市民生活を取り戻そうとするが、異性愛主
義のラヴ・ロマンスの幸せな結末を|沮むものは、戦場で形成されたエヴァンズとの男同士
の強い絆の記憶である。セプティマスの戦争後遺症は、通常のシェル・ショック患者のよ
うに、爆弾が至近距離で破裂し続ける悪夢として表出するだけではなく、‘Ｅｖａｎｓｗａｓ
６
behindtherailingS1”（２１）の場面のように戦死したはずのエヴァンズと精神的・身体
的に合体する衝動として描写されている。セプティマスにとって、エヴァンズとの同'性愛
関係は、戦争が終結したあとも切り離すことのできない強い熱情としてほとばしり続けて
おり、その意味において、自らの失われた半身のように感じられているのである。しかし、
シェル・ショックから立ち直ろうとするセプテイマスを最終的に「転落死」へと追いつめ
ていくのは、セクソロジー言説の科学的医学的権化として人格化された「ブラッドショウ」
と「ホームズ」の二人の精神科医である。というのも、彼らは、セプテイマスを「臆病者」
と罵り、「狂人」と呼んで蔑視し、病院という名の牢獄に収容して、「ノーマルな正しい市
民のセクシユアリティ」の「正常さ」へと「治療」しようとするからである。
医療・治癒の名の下で、精神の自由を奪い、正しい市民像を忠実に反復させようとする
精神科医は、作家ウルフを生涯にわたって苦しめ、最終的に「自殺」へと追い込むことに
なった国家的、帝国的権威へと重層的に重ね合わされて象徴化されている。セプティマス
とダロウェイ夫人の二つの物語は、階級差や男女差によって乖離しており、上流階級の集
う華やかなパーティに、セプティマスが招待客として名を列ねることはない。接点を持ち
えないように見える二つの物語をリンクするのは、「ノーマルな市民道徳」をセクシユアリ
テイという精神の内奥にまで踏み込んで統制しようとする精神科医がもたらした「若者の
自殺」のニュースによってである。このニュースによってもたらされた不穏なものは、こ
のパーティの主賓である支配層の秩序と、その支配層の完壁なホステス役を演ずるダロウ
ェイ夫人の表層に一石を投ずる揺らぎとして表出する。パーティ自体は、成功裡に幕を閉
じていくように見えながら、シェル・ショック患者の砿落死のニュースは、妻として母と
しての役割を槙ずるダロウェイ夫人の社会的仮面の下に隠蔽されたものと共振していくこ
とになるからである。
ヒリス・ミラーは、『小説と反復」において、セプティマスの「転落死」の場面は、再
生することを呼びかける「死者の蘇りとしての反復」場面であると分析している。
『ダロウェイ夫人』のクライマックスはクラリッサのパーティではなく、セプティ
マスの自殺のことを聞いて、クラリッサがゲストを置き去りにして、小部屋に独りで
入って行く瞬間である。‐－この静止点から社交界の虚ろさを認知し、すべての人が自
分の奥底の現実として、自分のなかにもっている、死へのあこがれを感じることがで
きる。死こそが真の霊の交わりをもてるところである。－－自らを殺すことで、セプテ
イマスは自分の正しさを守ったのである。 －－過去を完全に再所有するただ一つの反復
|ま自殺という行為である。（２８０）
性的逸脱への懲罰的な死として解釈されがちなセプティマスの「転落死」は、ミラーの
読みにおいて、「自らを殺す」ことで、「自分の正しさを守る行為」であり、「汚名を負って
７
の生（精神的死)」よりは「尊厳を保っての死」を選び取ることで、「過去を完全に再所有
する行為」として把握され直され、ノーマルな価値観の枠組みにおいて、否定的に排除さ
れる位置からの反転が試みられている。さらに、ここで、ミラーの読みに付け加えて、セ
ブティマスによって「字義通り化された死」は、ダロウェイ夫人の「精神的死」の代替と
して機能していることに着目してみたい。というのも、セプテイマスの「転落死」のニュ
ースは、ダロウェイ夫人によって、「クローゼット」の中に秘密裏にしまい込まれた「ホモ
エロティックなもの」の解放物語として受け止められているからである。この場面で、セ
プティマスとエヴァンズとの男同士の絆は、クラリッサとサリーの女同士の絆とパラレル
な関係性として堤示され、双方において、（同性）愛の対象は、「自己像」の「中心」に居
座り続ける「自らの失われた半身」の（回復の）物語として機能する。妻として母として
のジェンダー役割が、ダロウェイ夫人にとって、社会的仮面のようにしか感じられなかっ
たと同様に、セプティマスにとって、ルクレッチアとの結婚は、社会的仮面を演じている
ようにしか感じられず、その仮面の下には、消し去ることのできないエヴァンズ（の幻影）
への思いがあって､柵によって隔てられている幻影と合体する欲望を禁じえないのである。
最終的に、「セプテイマスの転落死」を結末近くに置くことによって、ウルフは、メイン
プロットに隠蔽されていたサブプロットの解放をはかっていく。そのサブプロットは、自
己禁忌的にその発露の場を失って「死の欲動（タナトス)」と化したエネルギーを放出させ
る心理的昇華作用として、ダロウェイ夫人の「精神的死」の代替機能を果たすのである。
ダロウェイ夫人の３０年以上にわたる「精神的死」（メタファーとしての死）は、セプティ
マスの「転落死」（メタファーとしての死の字義通り化）との想像的置き換えによって、双
方のサブプロットを解放する場面が演出されていく。もっとも、その置き換えの作業は、
ダロウェイ夫人がゲストを置き去りにして、小部屋に退いた瞑想の中で、秘密裏に行なわ
れる「精神の解放」の儀式であることにも着目される必要があろう。というのも、セプテ
ィマスの「転落死」が、ダロウェイ夫人の「精神的死」からの解放の代替機能を果たすこ
とは、「クローゼット」にしまわれた同性愛のシークレット・コードを解読できる読者にだ
け開示されているからである。そのコードは、セクソロジー言説によって追い払われた「ホ
モエロティックなもの」を取り戻す試みであり、社会的仮面の下に抑圧され、しまい込ま
れて「死の欲動（タナトス)」と化したエネルギーを解放することによって、もう一度、（ホ
モ）エロティックなものを救済し、生の輝きを再生するためのジェスチャーであるものへ
と脱コード化されよう。ダロウェイ夫人とセプティマス・スミスの「セクシユアリテイと
死をめぐる語り」は、「隠哺的な死」と「字義通り化した死」の相補的な「交差」をとおし
て、それぞれの抑圧された物語の昇華作用を促しながらに、性の制度への挑戦・抵抗のジ
ェスチャーを肯定的価値観へと反転させていく。その反転の物語の「交差」において、死
は、再生のために必要なものを再所有する英雄的ジェスチャーとして把握され直されてい
くのである。
８
作家としてのウルフは、自ら命を絶つことになったが、ウルフのテクストは、うまく検
閲をくぐり抜けて生き延び、カニンガムによってその暖昧な同性愛表象が解読されていく
ことになった。ダロウェイ夫人とセプティマス・スミスを「ダブル」に描くという単なる
技法上の仕掛けに見える工夫には、実は検閲を生き延びようとすると離れ業が潜まされて
いたのではないであろうか。
3．「新しい女」としてのミス・キルマン
ー「キルマンとエリザベスの絆」に回帰する抑圧されたサブプロット
『ダロウェイ夫人』というテクストが、異性愛制度を強化しようとする「歴史的瞬間」
において、「ホモエロティック・セルフ」は生存可能なのか、それとも死なざるを得ないの
かというディレンマを反映する物語であることに着目してみると、同性愛の抑圧されたサ
ブプロットは、家父長制における娘の物語として、「キルマンとエリザベスの女同士の絆」
に回帰していることが容易に解読されうるであろう。というのも、読者は、ダロウェイ夫
人のミス・キルマンヘの「まなざし」がいかにいびつにゆがめられているのか、ときに奇
異にさえ感じるからである。ミス・キルマンは､ダロウェイ夫人の憎悪の対象として､"those
且I…｣≦withwhichonebattlesintheniEhL;oneofthosespecterswhoStandastriｄｅｕｓ
andsuckuDhalfourlifb-blood dominatorsandtvrant己；fbrnodoubtwithanother
throwofthedice,…shewouldhavelovedMissKilman1Butnotinthisworld・No.，，（１
０）と侮蔑的に、「魔女化」され「モンスター化」されていく。ここで、「亡霊」「支配者」
「暴君」と怒りを込めて表象されるものが、同時に「馬乗りになって」「生血を吸い」「真
夜中に格闘する」とエロティックなものを喚起するイメージで彩られていることも見逃せ
ない要素であろう。というのも、実像としてのミス・キルマンは、ヴィクトリア時代の「女」
が置かれていたジェンダー／セクシユアリティの枠組みを突き破って、男性に依存しない
女の生き方とエロスの発露の仕方を模索しようとしている「新しい女」にすぎないからで
ある。貧しく不幸な外国生まれの境遇にもかかわらず、ミス・キルマンは、ダロウェイ夫
人の娘エリザベスの女家庭教師として、歴史を批判的に学び、その批判的思考をエリザベ
スに伝え、男に依存せずに生計をたてていく道を切り開こうとしている未来志向の職業婦
人なのである。慣習に囚われない「新しい女」としてのミス・キルマンは、若き日のクラ
リッサがサリーに感じた禁じ難い魅力を坊佛とさせており、女同士の絆を発展させること
によって切り開きたかったに違いない未来への新しい地平であり、異性愛主義への対抗的
価値観であるものをも予示させる。もしも、女の経済的独立を達成しようと、真蟄な努力
を積み重ねている「新しい女」のモデルとしてのミス・キルマンが、ダロウェイ夫人のま
なざしに「モンスター」と映るのであるとすれば、その奇妙な見え方は、キルマンの人格
描写というよりは、むしろ、キルマンが置かれた社会的階級的に低い女の位置（貧しいド
イツ女）や不安定な身分への嫌悪感が投影されているものと考えられるであろう。あるい
９－
は、ミス・キルマンヘの嫌悪感には、ダロウェイ夫人になるという異性愛主義言説への包
摂のプロセスにおいて、自己禁忌的に抑圧された「ホモエロティックもの」があり、その
強制的異性愛の制度への屈服に対する自己嫌悪すらも投影されていると推測される。その
意味で、ミス・キルマンは、クラリッサの“sexualalterego,，（１５９）として機能する
とのEileenBarrettの解釈は的を射､たものであろう。ダロウェイ夫人のミス・キルマンヘ
のまなざしのゆがみは、ホモフォビックな自己禁忌的まなざしを、鏡の中の分裂した自己
像のように反Ｉ映させていると考えられるからである。しかし、“ButitmightbegnlVa
phase,asRichardsaid,ｓｕｃｈａｓ型g坐g…9h.Itmightbe型9-1｣1-12ｪ且.But辿)L
withMissKilman?”（１０）とダロウェイ夫人が回顧するとき、「ミス・キルマンと娘エ
リザベス」へのまなざしに、若き日のサリーとの自己禁忌された関係が「反復回帰」され
ていることも読み取れるのである。
さらに、娘を誘惑する「ホモ・エロティック・スピンスター」であるかのようにゆがめ
られたミス．キルマンヘの憎悪のまなざしも、決して不変なものなのではなく、“some
prehistoricmonste｣２armouredfbrprimevalwarfare，，（１０６）から“merelVMiss
，,（１venknowsClarissawouＫｉｌｍａｎ,inamackintosh,ｗｈｏｍＨｅａ lｄｈａｖｅｌｉｋｅｄｔｏｈｅｌｕｑ
０７）へと刻々と修正されていることも指摘しておきたい。この「まなざしの変容」は、
歴史という時間軸を前に進めていくにつれ、ミス・キルマンのような「新しい女」の見え
方も可変的であることを示唆している。男に依存しない「新しい女」のセクシユアリティ
ヘの危険視が中年スピンスターの「モンスター化」というまなざしであるとしても、ミス・
キルマンを家庭教師として自己研讃に励み、新しい時代の息吹を感じながら、シャペロン
役の年配の女性の監視も逃れて、ロンドンの町を闇歩する娘エリザベスには、母の時代に
困難だった女医や女性国会議員などの専門職に就いていく可能性も示唆されているのだか
ら。
＜おわりに＞ダロウェイ夫人の娘の物語における予示
一『ダロウェイ夫人』から『めぐりあう時間たち』へ
ウルフの時代に「アウト」することが困難であったレズビアン・サブテクストは、カニ
ンガムの「めぐりあう時間たち」において、ベッドをともにするレズビアン・カップルの
エロスとして堂々と「可視化」されている。ウルフの作品において、引きちぎられるよう
に絶ち切られていったクラリッサとサリーの女同士の絆は、伝統的家族像が大前提として
いた異性愛主義の強制力自体を問題化し、対抗的価値観を創出する原動力として書き換え
られている。また、エロティック・スピンスターとして、「モンスター化」された女家庭教
師ミス・キルマンは、ニューヨーク大学で熱心に「クイア理論」を教えるメアリ・クルル
ヘと変貌を遂げ、クラリッサとサリーの女同士のカップル間に人工授精によって授けられ
た娘ジュリアは、クイア理論のとりことなって、かわいい小さな黒いドレスを買ってあげ
1０
ようとする母を無視し、Ｔシャツと戦闘ブーツに身を固めている。「父から息子」へと家名
をつなぎ、長子相続制やIIL縁関係を基４iIllに構成されてきた伝統家族の価値観創出の系譜に
おいて、断絶を余儀なくされてきた女同士の絆の物語は、「異性愛家族」が死守しようとし
てきた血縁による世襲制をも様変わりさせるレズビアン連続体を「歴史」の地平に出現さ
せている。「正しい血縁家族」による「正しいセクシユアリテイ」の実践を「正しい市民道
徳」として枠づけようとする伝統的家族神話は、そのとき永遠に変化しないかのように思
われた(神秘`性のベールがはぎ取られていく。この神話を内側から覆していこうとする萌芽
は、実は『ダロウェイ夫人』のテクストに意図的に忍び込まされていた。というのも、読
者は、ウルフの描いた娘エリザベスの表象に、“gueer-looking，,（４８）であり、“Elizabeth，
onthecontrary,wasdark;hadChineseeve旦inapaleface;anOrientalmysterv,,（１０
４）であるという形容詞がさりげなく賦与されていることに気づかされるからである。「ク
イア」と「中国的」あるいは「オリエンタルな」という二種類の形容詞は、社会システム
に対するウルフの鋭い批判が、精神の内奥にまで及ぶ統制力に向けられていたであろうこ
とを検証してみると、単なる外見描写を指し示す形容詞にすぎないと看過できないであろ
う。性支配に異性愛を「自然化」させるイデオロギーが埋め込まれており、性支配と他民
族支配は、帝国建設の両輪として機能し、民族浄化の優生思想において交差し合う。帝国
の中心地ロンドンを愛したウルフは、ナチによるユダヤ人迫害・ファシズムの撞頭・戦争
という究極の暴力・セクソロジー言説の強化に脅えていたであろうが、同時に、ユダヤの
血を引く夫とともに、精神の自由を求めて、あらゆる迫害と闘おうともした。そのような
時代を批判的に駆け抜けたウルフであったからこそ、時代精神に風穴を開けていく可能`性
をダロウェイ夫人の娘エリザベス像に、密かに忍ばせていたと言えないであろうか。
＊本稿は、２００８年４月２７日、中京大学において開催された日本アメリカ文学会中部支部
大会シンポジウム（テーマ：セクシユアリティと死をめぐる語り）における草稿をもとに、加
筆⑨修正したものである。シンポジウムの司会を勤められ、パネラーにお招きいただいた谷本
千雅子先生、もう一人のパネラーとしてご助言いただいた村山瑞穂先生に感謝いたします。な
お、本稿は、－部重複して、シンポジウムのまとめとして、『中部アメリカ文学』第１２号に
掲載予定であることをお|折りしておきます。
＜注＞
1．パトリシア・クラマーは、エミリー・デイッキンソンやガートルード・スタインなどととも
に、ヴァージニア・ウルフを、「レズビアン＝フェミニスト」の文学的伝統に位置づける重要
性を指摘している。ウルフは、「レズビアン＝フェミニスト」運動が可視化されていく現代的
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コンテクストにおける、オードリ・ロード、エイドリアン・リッチなどの「レズビアン」女性
作家とは、「レズビアン・アイデンティフィケーション」を位置づける仕方において、かなら
ずしも、同一ではないが、にもかかわらず、父権的価値観に対抗するような「自己イメージと
コミュニティ」を再構築していく試みの「中心」に「ホモエロティック・セルフ」の書き換え
に焦点を当てているという点で、ウルフのレズビアニズムは、彼女のフェミニズムと不可分な
ものであると分析している。
２さらに、このセクソロジー言説は、「正しい血縁家族」の「正しいセクシユアリティ」の実
践によって、「正しい市民」を（再）生産していく国家概念として、内向きに、ナショナル・
アイデンティティを問い正す欧米中心主義的な民族優生思想と容易に結びつくものであるこ
とも、同時に着目される必要があろう。例えば、１９世紀後半、アメリカは、拡大する国土開
発のために、多くの安価な労働力を必要とし、三百万を超える大鑓の移民が国内に流入するこ
とになった。このとき、アメリカは、「誰のための国家か？誰が正しい市民か？」というナシ
ョナル・アイデンティティ構築に関わる内向きの問いかけが強く意識されることとなる。「正
しい市民概念」に関わるこのような問いかけのなかで、一端は、安価な労働力として歓迎され
たはずのアジア系移民に対する黄禍論が浮上し、優生思想を科学的・医学的に合理化する言説
と結びついて、中国系移民の流入を防ぐ法制化や、異人種間混交や婚姻の規制、第二次世界大
戦時の日系強制収容の正当化などへ具現していくのである。
このように、婚姻内カップルによる「正しいセクシユアリティ」の公共化であり、血縁関係
に基づく家族関係を合法化していくセクソロジー言説の再強化は、非合法化され排除されてい
くそれ以外のものとの裏腹の緊張関係を内包しており、その絶妙なバランスは、「嫡出子／非
嫡出子」「国民／外国人」「ヘテロ／ホモ（セクシユアリティ）」など、第二項にあたるものを、
心理的に棄却し、蔑視し、排除させるような否定的契機として孕まれることになる。このとき、
「正しい市民」を（再）生産していく国家権力の統制装置という巨大な外的検閲は、セクシュ
アル・アイデンティティの形成における、内的で心理的なプライヴァシーの問題であるかのよ
うな自己検閲作用として認識されることとなるのである。
ａＥｍｉｌｙＪｅｎｓｅｎの論文タイトル。ダロウェイ夫人の生涯を“Crippledbyhetero･Sexual
Convention，ｈｅｒlife，thereafter，ｈｅｒ“processofliving,,，ｉｓｈｅｒｐｕｎｉｓｈｍｅｎｔ，，ｆｂｒｈａｖｉｎｇ
deniedherselfthatlove…ｓｈｅｈａｓｃｏｍｍｉｔｔｅｄｈｅｒｏｗｎｋｉｎｄｏｆＳｕｉcidesfbrwomen・ｔｈａｔ
178)と説明している。spectabledestructionoftheself,，，(162,ｒｅ
4.JitaTuzylineAllanもまた､“thesocialmurderoffbmale(homo)sexualit iｓｔａｎｔａｍｏｕｎｔｔｏ
thedeathofthesoul.，,(100)と説明している。
5."IntroductiontojMhaDa化wzUﾉ,byDavidBradshaw,xxi,OxfbrdWbrld,sClassicsVirginia
WOolf,ｊＭ２９ａＤａ化way(OxfbrdUPL,2000）神谷美恵子、『ヴァジニア・ウルフ研究』（みすず
書房）「ウルフは、この本を初めに書いた時には、セフテイマスは存在しないで、その代り、
身または分身一double-と話の終りの方でダロウェイ夫人の してセプティマスという狂人
1２
を設定した」（110）等を参照。
6．カニンガムによるウルフのテクストの書き換えのインパクトは､作家ウルフのウーズ河への
入水自殺場面をテクスト化し、「めぐりあう時間たち」の三人のダロウェイ夫人像の主要なモ
チーフとしたことにある。しかし、当然のことながら、男性作家カニンガムによって、主要な
モチーフとされた女性作家ウルフの伝記であり生涯であるものは、テクストに描き出された登
場人物ダロウェイ夫人の死とセプティマスの転落死のようには簡単には「交換」されない。女
性作家の自己像と男性作家によって描かれたウルフという女性作家像との間には、多くの「非
対称性」の問題が孕まれていると思われる。しかし、紙面の関係で、男性作家と女性作家の「非
対称性」の問題を検討する作業は、別の機会に委ねたい。
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